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①二人一組を作り、ジャンケンをして勝ち負けを決める。 

②勝った人をカニ、負けた人をカメとする。 

③二人で向かい合い、相手の右手を挟むようにお互いの手を前に出す。 

④進行役のスタッフがカニかカメのどちらかを大きな声で呼ぶ。 

⑤呼ばれた方は、手を閉じ相手の手を叩く、呼ばれていない方は手を叩か

れないように逃げる。 

⑥カニかカメ以外の言葉を言うのも盛り上がる。 例：カラス・カメラ等

(カニやカメ以外の言葉を言われた時は両者共に反応しない) 

 

● カニ・カメゲーム 

①二人一組を作り、お互いの右手を重ねる。 

②空いている左手でジャンケンをする。 

③ジャンケンで勝った方は相手の手を握り、負けた方は握られないよう

に手を引いて逃げる。 

④相手の手を握れたら勝ち。(勝ち残り戦を行うのも面白い) 

● ジャンケンゲーム 

<効果・ねらい> 
・脳の活性化と共に参加者同士がふれあい、参加者全員で楽しむことでコミュニケーショ

ンが育まれ、自然と笑顔が生まれる。 

 

<実施上の注意点> 
・二人一組でゲームを行う際に人数が合わない場合はスタッフが参加する。 

・上手くゲームを行えない参加者には声掛けなどのフォローを行う必要がある。 
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Ⅰ．運動器の機能向上プログラム
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